
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・   施設長 池辺 健二 

 

 

かわぐちナーシングホームをご利用の皆様、ご家族の方々、職員の皆さん、令和８年、新年明けましておめ

でとうございます。当施設は２０２４年１２月１日、医療法人若葉会から医療法人徳洲会へ経営が代わりまし

た。昨年１年は業務運営面でも多くの変更点があって、皆様方に多大なご負担をお掛けしたことと思います。

幸いに以前よりも多くの方に施設をご利用いただけるようになり、今後とも厳しい状況ではありますが、皆様

方のご期待に沿えるようサービスの向上に努めていければと願っています。近年医療機器、医療技術、医薬品

開発の急速な進歩に伴って、医療の費用は高額化しています。老健はリハビリと介護が主目的の施設とは言え、

様々な基礎疾患を持っている高齢の方が入所されます。現在入所者の薬剤費は介護報酬で賄うことになってい

ますので、健康保険では２０万円の薬剤費が数万円の自己負担という場合でも、施設では例外はあるものの

丸々２０万円の負担となり、定額の介護報酬で賄う老健では受け入れが困難という構造になっています。近年

抗体医薬品や分子標的薬など高薬価の薬剤が続々と保険適用されてきています。このような高価薬を使用され

ている方は、病状が安定していても、介護保険と医療保険の併用に支障があって、介護老人保健施設の利用が

困難です。このような現状は今後改善されるべきだと思っています。また認知症状の強い方を、安全に、また

お気持ちを損なわずに介護するための環境整備をどうするかも大きな課題です。利害調整主導の政策に振り回

されずに、急速に高齢化が進む社会の要請に、少しでも貢献できるよう施設全体で努力できればと願っていま

す。ご理解、御支援を宜しくお願い申し上げます。 

また本年が皆様方にとって良い年となりますようお祈り致します。 

 

 

 

 

・   看護部長 佐藤 朋子 

 

新年明けましておめでとうございます。 

全国的にコロナ感染者も落ち着いた状態が続いております。当施設におきましても昨年度の御利用者様の 

コロナ感染はありませんでした。しかし、コロナが無くなった訳ではありません。 

御家族皆様にはご迷惑をおかけしますが今後も感染対策を密にしてコロナ感染を防いでいきます。 

一昨年暮に法人変更に伴い、私にとっても昨年はたいへん忙しい年となりました。法人は変わりましたが 

私達の思いは一つ。御利用者様が安全で安心して暮らせる施設、皆様に信頼される施設作りを職員一同 

一丸となって努力して参ります。本年も宜しくお願い申し上げます。 

 



 

事務長 星野 陽子 

 

明けましておめでとうございます。 

旧年中は当施設の運営にご支援・ご協力を賜り心より感謝申し上げます。皆様のご協力により、数々の挑戦を

乗り越え、良い介護、良い施設作りに確かな成果を築くことができました。本年も医療法人徳洲会グループは

「生命だけは平等だ」「いつでもどこでも誰もが最善の医療を受けられる社会の実現」を目指して、さらなる国

際協力、臨床研究、災害対策、職員の資質向上等に取り組みます。当施設でも、皆様が毎日をイキイキとお過

ごしいただけるよう創意工夫・日々研究で頑張ります。ご意見・ご要望は施設運営の励みになります。お気づ

きの点がございましたら、ぜひお声掛けもしくは正面玄関のご意見箱へお入れください。2026年は丙午( ひ

のえうま )の年。一人ひとりの職員が、理念のもと、情熱と明るさをもって颯爽と前進していくと感じていま

す。また、自然と笑顔あふれる施設にしていきたいと思っております。「笑門来福」笑いの絶えないところには

自然と幸福が訪れる…そんな1年となりますように。そしてウマくいきますように。 

 

 

 

・  リハビリ課 課長 脇本 忠春 

 

新年あけましておめでとうございます。 

当施設は、一昨年12月に医療法人徳洲会に法人変更となり約1年が経過しました。その間、活動そのものに

関しては大きな変化はなく、当施設が開設以来一貫して掲げている「生活範囲の維持拡大」「在宅復帰・支援」

「地域貢献」を継続実施し続けています。昨年は、コロナの影響を受けながらも、「面会、外出・外泊範囲の拡

大」「屋内外行事の拡大」「地域事業への参加」などを少しずつ再開してきました。多くの利用者様が、家族様

と面会できる日を、心待ちにされてきました。面会が叶った時の嬉しそうな表情を見ているとやはり人と人の

繋がり、交流という事の重要性を改めて感じることができました。 

今年も、施設全体として様々な機会を通して、交流機会の増を目指していきたいと考えます。 

ただ、このような交流を続けていく為には、利用者様1人ひとりの健康・体調面の維持向上が不可欠です。リ

ハビリ課としては、1人ひとりの利用者様が、現在有する心身機能を維持向上し、自分らしく過ごして頂ける

ように、今年も様々な活動を実践していければと考えます。 

その人らしい生活を少しでも再獲得できるように職員一同、取り組んでまいります。 

今年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

∮ 編集後記 ∮ 

 皆様のおかげをもちまして新しい年を迎える事が出来ました。 

より心地よい環境を作れるように努めてまいりたいと思っております。ご指導宜しくお願い致します。  

令和8年1月発行  発行者：かわぐちナーシングホーム 広報委員会 

 


